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論 文 内 容 要 旨
背 景 お よ び 目的
脳萎縮やラクナ梗塞を有す る肺炎罹患高齢者では,不 顕性誤嚥 した食物カスや口腔内分泌物を
気管外へ排出するための咳反射感受性が低下 している。また,脳 卒中後の患者の誤嚥性肺炎 リス
クは,咳 反射感受性低下と関連 していることが知 られている。 これまでの研究から,肺 炎を繰 り
返 し罹患 した高齢者の脳では,ラ クナ梗塞が大脳基底核 ・内包近傍の穿通枝領域に多発 しており,
この部位での ドーパ ミン代謝障害が観察されるとともに,そ の下位のサブスタ ンスP神 経系の
障害が原因で,咳 反射感受性だけではなく,口 腔内分泌物が咽頭に接 した時に惹起する嚥下反射
も劣化 していると考え られている。不顕性誤嚥 されるものとして,低 殺菌性の唾液および口腔内
細菌,と くに歯周病原菌であるグラム陰性嫌気性菌が誤嚥性肺炎の強力な起炎菌である。 これま
で,当 教室が主 となって全国22老 人保健施設で行 った口腔ケア介入試験(2年 間)で は,口 腔ケ
アを行わないことは肺炎発症 リスクが1.67倍 高いことが証明され,さ らにこの2年 間の研究の前
後で,対 照群 は認知機能の自然低下が認められるのに対 し介入群においては低下抑制が認め られ,
口腔ケアの中枢に対する影響が考え られた。 また,口 腔ケアは,口 腔内の細菌を減少 させること
は想像に難 くないが,ブ ラッシング自身が,嚥 下反射を有意に改善することを示 された。これは,
ブラッシングという機械的刺激が口腔内知覚神経終末に入力 し,そ の情報が上行性に嚥下関連中
枢へ と伝達されたことによると考え られる。以上か ら,ブ ラッシングが嚥下反射改善を示すのな
ら,咳 反射感受性に も影響を与える可能性がある。そこで,私 は,本 研究で,施 設高齢者の咳感
受性に対する口腔ケアの影響を研究 した。
方 法
要 介護 の施 設 高齢者60名 か ら研 究参加 のイ ンフ ォー ム ドコ ンセ ン トを得 た後,無 作為 に介入
群(30名,平 均85[SE1.6]歳,男13名,総 入 れ歯14名,部 分入 れ歯2名,入 れ歯 な し14名)
と対 照群(30名,平 均872[SEO.9]歳,男12名,総 入 れ歯13名,部 分入 れ歯1名,入 れ歯 な
し15名)に 分 け,咳 反射感受性(ク エ ン酸 法)(基 礎値)を 測定 した。30日 間 の研 究期間 におい
て,介 入群 は介護 者 が毎 食後 に歯 ・歯 肉 ・舌 をブ ラ ッシング した。 対照群 は同期 間,本 人任 せで
自分 ので きる範 囲で 口腔 ケア を行 った。 また,研 究期間前 後で,参 加者全員 の血 清サ ブスタ ンス




介入群(30名)に お いて,30日 後 の咳反射感 受性 は,基 礎 値 よ り有意 に低 下 した(p<0.01)。
第30日 の咳反射 感受性 は,対 照群(29名)よ り有意 に改善 していた(p<0.05)。 対照群 と比較 し
て,咳 反射 感受性 が改善す るオ ッズ比 は5.3だ った(95%信 頼 区 間,1.7-16.OP<0.005)。 この研
究 期 間 にお いて,血 清 サ ブスタ ンスP濃 度,認 知機 能,日 常生 活活 動度 に有 意な変化 はなか っ
た。
口 腔 ケ ア に よ り,
て い る が,こ れ は,
結 論
咳反射感受性は改善する。 口腔ケアは肺炎の発症を減少することを報告され
口腔ケアによ り咳反射感受性が改善す ることも一因であると考え られる。
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審 査 結 果 の 要 旨
脳萎縮 や ラクナ梗 塞 を有す る肺 炎罹 患高齢者 で は,不 顕性誤 嚥 した食物 カ スや 口腔 内分泌物 を
気管外へ排 出す るため の咳反射感 受性 が低 下 して いる。 また,脳 卒 中後 の患者の誤 嚥性肺炎 リス
クは,咳 反射 感受性 低下 と関連 して いることが知 られて い る。 これ までの研究か ら,肺 炎 を繰 り
返 し罹患 した高齢者 の脳 では,ラ クナ梗塞 が大脳基 底核 ・内包近 傍の穿通枝 領域 に多発 してお り,
この部 位 での ドーパ ミン代 謝障害 が観察 され る とと もに,そ の下 位 のサ ブ スタ ンスP神 経系 の
障害 が原 因で,咳 反射感受性,な らびに口腔内分泌物 が咽頭 に接 した時に惹起す る嚥下反射 も劣
化 してい ると考 え られ てい る。
本 研究 で は,要 介護 の施設 高齢 者60名 を,無 作 為 に介 入 群 と対 照群 に分 け,咳 反射 感受 性
(ク エ ン酸法)を 測 定 した。30日 間 の研究期間 にお いて,介 入群 は介 護者 が毎食後 に歯 ・歯 肉 ・
舌 を ブラ ッシ ング した。 対照群 は同期間,本 人 に方 法,頻 度を任せ 自分ので き る範 囲で 口腔ケア
を行 った。
その結 果,介 入群(30名)に おいて,30日 後 の咳反 射感受 性 は,基 礎 値 よ り有意 に低下 した
(p<O.Ol)。 第30日 の咳反 射感受性 は,対 照群(29名)よ り有 意 に改善 していた(p〈0.05)。 対照
群 と比較 して,咳 反射感受 性が改善す るオ ッズ比 は5.3だ った(95%信 頼 区間,1.7-16.Op〈O.005)。
この研 究期 間 にお いて,血 清サ ブス タ ンスP濃 度,認 知機 能,日 常 生活 活動度 に有 意 な変化 は
なか った。
本研究 によ り,口 腔 ケアは これまで明 らかにな ってい た嚥下反射 の改善 だ けで な く,咳 反射感
受性 も改善 す るこ とが示 された。 口腔ケア は肺 炎の発 症 を減少 させ る ことが明 らか にされ ている
が,本 研究 か らこれ は口腔 ケアの機 械的刺 激 によ り咳 反射感受性 が改善す ること も,そ の一助 に
な ってい ることを示 唆 し,非 常 に意義 ある研究で ある。 誤嚥性肺炎 の発症予 防に はACE阻 害剤
アマ ンタ ジンが有効 で あ るが,薬 剤 に頼 ることな く,口 腔 ケア とい う日常 ケ アの一 環で肺炎 を予
防 しうる とい う本研 究 の結論 は,介 護の現場 において ひ とつ大 きな朗報 を加え た といえよ う。
また咳反 射 を改善 させ るメ カニ ズ ムと して,口 腔 刺激 とい う機械 的刺 激 がTRPV2な どで受
容 され,咳 中枢 を介 して咳反射を起 こしたのではないか とい う考察 も非常 に興味深 い。近年,次 々
に温度受 容体 チ ャネ ルが明 らか にな り生体温度計 と して注 目され てい る。 す でに カプサイ シンが
TRPV1で,ま た冷刺激 ・メ ンソールがTRPV8で 受容 され,嚥 下 反射 を改善す ることが明 らか
にな って いるが,こ れ らの結果 とあわせ て,今 後生 理学 的側面か らも本研究 の裏 づ けがな され る
であろ うと,興 味 は尽 きるところが ない。
よ って,本 論 文 は博 士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 める。
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